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大分県企画振興部統計調査課 
 



学校基本調査の概要 

 

1 調査の目的 

学校基本調査は、文部科学省が学校に関する基本的事項を明らかにすることを目的として昭和

23 年度から毎年実施する統計法に基づく基幹統計調査で、今回調査で 79回目になります。 

調査結果は、学校教育行政上の基礎資料として利用されるばかりでなく、将来の教育計画を立

てる際の貴重な資料として役立てられます。 

 

2 調査対象 

幼稚園、幼保連携型認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、

特別支援学校、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校及び市町村教育委員会 

 

3 調査項目 

学校数、学級数、在学者数、教職員数、卒業者数、進学者数、就職者数 等 

 

4 調査期日 

  令和 8年 5月 1日現在 

 

5 結果の概要 

本調査結果速報は、文部科学省が直接調査を行った大学、短期大学、高等専門学校を除き、本

県の幼稚園、幼保連携型認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学

校、専修学校及び各種学校について調査結果の概要を独自にまとめたものです。 

速報における数値は概数であり、本年 12月頃に文部科学省から公表される確定数値を基に、県

においても確報としてホームページで公表予定です。 

 

 

［ 用語の説明 ］ 

 

（1）幼保連携型認定こども園 

 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律により、学校及び児童

福祉施設としての法的位置付けを持つ単一の学校種として創設された学校をいう。 

 

（2）義務教育学校 

 学校教育法により、小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う学校種として創設された学

校をいう。 

 

（3）特別支援学校 

 学校教育法により、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱

者を含む。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとともに、障害

による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的に設

置された学校をいう。 

 

  



（4）専修学校と各種学校 

 共に学校教育法に規定された学校種であり、専修学校は職業若しくは実際生活に必要な能力を育

成し、又は教養の向上を図ることを目的(他の法律に特別の規定があるもの及び日本に居住する外

国人を専ら対象とするものを除く。)とする学校をいい、各種学校は、学校教育に類する教育を行う

もの（他の法律に特別の規定があるもの及び専修学校の教育を行うものを除く。）をいう。 

区 分 専修学校 各種学校 

修業年限 

修業期間 

1 年以上とする。 1 年以上とする。ただし、簡易に修得でき

る技術技芸等の課程については 3 か月以

上 1年未満とする。 

授業時数 1年間の授業時数が学科ごとに800時

間以上とする。ただし、夜間学科等は

450 時間以上とする。 

1年以上の課程は 1年間に680時間以上と

する。ただし、1年未満の課程は修業年限

に応じて授業時数を減じて定める。 

その他 教育を受けるものが常時 40 人以上と

する。 

 

 

  〇専修学校は、入学資格の違いにより、3つの課程がある。 

   ①高等課程  

中学校を卒業した者を前提とし、それと同等以上の学力があると認められた者を入学資格

とする課程をいう。 

   ②専門課程  

高等学校を卒業した者を前提とし、それに準ずる学力があると認められた者を入学資格と

する課程をいう。 

   ③一般課程 特に入学資格を定めない課程をいう。 

 

（5）就園率 

 令和 8年 3月「幼稚園修了者数」又は「幼保連携型認定こども園修了者数」÷ 

（令和 8年 5月 1日現在の小学校、義務教育学校及び特別支援学校 小学部１学年児童数）×100 

 

 

［ 利用上の注意（統計表） ］ 

 

    ※統計表中の「－」は該当なし、「…」は調査対象とならなかった場合を示している。 



2 調査結果の概要 

（1）幼稚園 

  幼稚園数は 113 園で、前年度より 3 園減少しており、平成 4 年度（279 園）をピークに減

少傾向にある。 

  在園者数は 4,500 人で、前年度より 516 人減少しており、昭和 54 年度（23,622 人）をピ

ークに減少傾向にある。 

  本務教員数は 685 人で、前年度より 52 人減少している。 

  本務教員 1人当たり在園者数は 6.6 人で、前年度より 0.2 人減少している。 

  就園率は 31.6％で、前年度と同数となっている。 
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図1 幼稚園数、在園者数及び本務教員数等の推移

【幼稚園数（左軸）】

【本務教員数（左軸）】

【就園率（右軸）】

【在園者数（左軸）】

【本務教員1人当たり在園者数（右軸）】



（2）幼保連携型認定こども園 ※平成 27 年度調査開始 

  幼保連携型認定こども園数は 133 園で、前年度より 1 園増加しており、平成 27 年度のこ

ども園新制度開始以降、増加傾向にある。 

  在園者数は 12,051 人で、前年度より 189 人減少している。 

  本務教員数は 2,402 人で、前年度より 16人減少している。 

  本務教員 1人当たり在園者数は 5.0 人で、前年度より 0.1 人減少している。 

  就園率は 34.8％で、前年度より 1.0 ポイント下落している。 
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図2 幼保連携型認定こども園数、在園者数及び本務教員数等の推移

【こども園数（左軸）】

【本務教員数（左軸）】

【就園率（右軸）】

【在園者数（左軸）】

【本務教員1人当たり在園者数（右軸）】



（3）小学校 

  小学校数は 249 校で、前年度より 3校減少しており、昭和 31 年度（479 校）をピークに減

少傾向にある。 

  学級数は 2,746 学級で、前年度より 35 学級減少している。 

  児童数は 50,189 人で前年度より 1,780 人減少しており、昭和 33 年度（199,483 人）をピ

ークに減少傾向にある。 

  1 学級当たり児童数は 18.3 人で、前年度より 0.4 人減少している。 

  本務教員数は 4,186 人で前年度より 20 人減少している。 

  本務教員 1人当たり児童数は 12.0 人で、前年度より 0.4人減少している。  
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図3 小学校の学校数、学級数、児童数及び本務教員数等の推移

【児童数（左軸）】

【学校数（左軸）】

【1学級当たり児童数（右軸）】

【本務教員1人当たり児童数（右軸）】

【本務教員数（左軸）】
【学級数（左軸）】



（4）中学校 

  中学校数は 122 校で、前年度と同数となっており、調査を開始した昭和 23 年度（292 校）

以降、減少傾向にある。 

  学級数は 1,194 学級で、前年度と同数となっている。 

  生徒数は 27,885 人で、前年度より 531 人減少しており、昭和 37 年度（106,443 人）をピ

ークに減少傾向にある。 

  1 学級当たり生徒数は 23.4 人で、前年度より 0.4 人減少している。 

  本務教員数は 2,489 人で、前年度より 26人増加している。 

  本務教員 1人当たり生徒数は 11.2 人で、前年度より 0.3人減少している。 
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図4 中学校の学校数、学級数、生徒数及び本務教員数等の推移

【1学級当たり生徒数（右軸）】

【本務教員1人当たり生徒数（右軸）】

【学校数（左軸）】

【生徒数（左軸）】

【学級数（左軸）】

【本務教員数（左軸）】



（5）義務教育学校 ※平成 29 年度調査開始 

  義務教育学校数は 3校で、前年度と同数となっている。  

  学級数は 55 学級で、前年度と同数となっている。 

  児童生徒数は 1,098 人で、前年度より 30人減少しており、令和 2年度（1,307 人）をピー

クに減少傾向にある。 

  1 学級当たりの児童生徒数は 20.0 人で、前年度より 0.5人減少している。 

  本務教員数は 92人で、前年度より 1人増加している。 

  本務教員 1人当たり児童生徒数は 11.9 人で、前年度より 0.5 人減少している。 
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図5 義務教育学校の学級数、生徒数及び本務教員数等の推移

【1学級当たり児童生徒数（右軸）】

【本務教員1人当たり児童生徒数（右軸）】

【児童生徒数（左軸）】

【学級数（左軸）】

【本務教員数（左軸）】



（6）高等学校（全日制・定時制） 

  高等学校数は 54校で、前年度と同数となっている。 

  生徒数は 27,976 人で、前年度より 3人減少しており、昭和 40 年度（75,542 人）をピーク

に減少傾向にある。 

  生徒数に占める私立高校生徒の比率は 30.3％で、前年度より 0.3 ポイント上昇している。 

  本科の入学者数は 9,600 人で、前年度より 303 人増加している。 

  本務教員数は 2,586 人で、前年度より 77人減少している。 

  本務教員 1人当たり生徒数は 10.8 人で、前年度より 0.3ポイント上昇している。 
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図6 高等学校の学校数（全日制・定時制）、生徒数、入学者数及び本務教員数等の推移

【私立高校生徒比率（右軸）】 【本務教員1人当たり生徒数（右軸）】

【本務教員数（左軸）】

【入学者数（左軸）】

【学校数（左軸）】
【生徒数（左軸）】



（7）特別支援学校 

  学校数は 19 校で、前年度と同数となっている。 

  学級数は 480 学級で、前年度より 17 学級増加している。 

  在学者数は 1,814 人で、前年度より 74 人増加しており、平成 11 年度以降増加傾向が続い

ている。 

  1 学級当たりの在学者数は 3.8 人で、前年度と同数となっている。 

  本務教員数は 1,097 人で、前年度より 19人増加している。 

  本務教員 1人当たり在学者数は 1.7 人で、前年度より 0.1 人増加している。 
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図7 特別支援学校の学校数、学級数、在学者数及び本務教員数等の推移

【在学者数（左軸）】

【学校数（左軸）】

【1学級当たり在学者数（右軸）】

【本務教員1人当たり在学者数（右軸）】

【本務教員数（左軸）】

【学級数（左軸）】



（8）専修学校 

  学校数は 42 校で、前年度より 1校減少している。 

  生徒数は 3,475 人で、前年度より 10 人増加しており、平成 18 年度（5,653 人）をピーク

に減少傾向にある。 

  生徒数を課程別にみると、高等課程 116 人（前年度比▲24 人）、専門課程 3,177 人（同▲7

人）、一般課程 182 人（同 41 人）となっている。 

  本年 4月 1日から 5月 1日までの間に入学した者は 1,676 人で、前年度より 169 人増加し

ている。 

  本務教員数は 338 人で、前年度より 15 人減少している。 
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図8 専修学校の学校数、生徒数及び入学者数等の推移

高等課程 生徒数（右軸）

専門課程 生徒数（右軸）

一般課程 生徒数（右軸）

入学者数（左軸）

学校数（左軸）

本務教員数（左軸）



（9）各種学校 

  学校数は 14 校で、前年度と同数となっており、昭和 49 年度（102 校）をピークに減少傾

向にある。 

  生徒数は 1,560 人で、前年度より 14 人増加しており、昭和 43 年度（14,724 人）をピーク

に減少傾向にある。 

  本年 4 月 1 日から 5 月 1 日までの間に各種学校に入学した者は 895 人で、前年度より 30

人減少している。 

  本務教員数は 124 人で、前年度と同数となっている。 
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図9 各種学校の学校数、生徒数及び入学者数等の推移

【生徒数】

【学校数】

【入学者数】

【本務教員数】


